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イベント概要 

 

[企業名]  中外製薬株式会社 

 

[企業 ID]  4519 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] アナリスト説明会 

 

[イベント名]  中外製薬 ESG 説明会 

 

[決算期]   

 

[日程]   2021 年 11 月 16 日 

 

[ページ数]  52 

 

[時間]   10:00 – 11:32 

（合計：92 分、登壇：62 分、質疑応答：30 分） 

 

[開催場所]  野村コンファレンスプラザ日本橋／電話会議 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  5 名 

代表取締役副会長   上野 幹夫 （以下、上野） 

上席執行役員 CFO   板垣 利明 （以下、板垣） 

執行役員 臨床開発本部長  草野 司 （以下、草野） 
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サステナビリティ推進部長    山田 茂裕 （以下、山田） 

デジタルエンジニアリング部   斎藤 誠司 （以下、斎藤） 

広報 IR 部長    笹井 俊哉 （以下、笹井） 

 

[アナリスト名]* 大和証券    橋口 和明 

シティグループ証券   山口 秀丸 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 真一郎 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

笹井：それではお時間となりましたので、始めさせていただきたいと思います。皆様、本日はお忙

しい中、中外製薬 ESG 説明会にご参加くださいまして、誠にありがとうございます。司会進行を

務めます広報 IR 部の笹井と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

本日は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、会場講演及び電話会議の併用にて実施いたし

ます。 

 

本日の会次第でございますが、会場スクリーン、ウェブ画面、及びプレゼン資料 2 ページ目にお示

ししております。こちらの内容に沿ってご説明申し上げます。 

ご質問は、プレゼンテーションがすべて終了した後、まとめてお受けいたします。QA の時間は約

30 分ほどを予定しております。 

それでは早速でございますが、中外製薬代表取締役副会長、上野より、サステナビリティとマネジ

メントについてご説明申し上げます。副会長、よろしくお願いいたします。 

上野：皆さん、おはようございます。上野でございます。本日は、3 回目の中外製薬 ESG 説明

会、大変ご多用のところ、ご出席をいただきまして誠にありがとうございます。 
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COVID-19 の影響をはじめ、社会、経済環境、非常にめまぐるしく変化をしております。私たちも

多様なる社会課題に直面しておりますが、その解決には、皆様方ステークホルダーとの対話が欠か

せないと考えております。本日は 1 時間弱でございますけれども、お付き合いいただきたいと思い

ます。 

本日は、110 名の方がご参加をいただいております。会場では 10 人弱の方がご出席をいただいて

おります。昨年度は、約 80 強の方がご出席で、20 名の方が会場にお越しをいただいたと、そうい

う状況でございます。 

COVID-19 の影響の後に、多様なるニーズの方々のご意見を参考に、こういうハイブリッドの形で

開催できる、これが新しい DX も含めて、ニューノーマルの定着ではないかと考えております。 

私どもも、医療機関とのコンタクトも非常に COVID-19 の状況で、厳しい状況にございます。そ

ういう中でも、ウェブセミナーを開催し、普段は移動が長距離で参加ができない先生方が、ウェブ

によって非常に身近に診療の後に参加ができると、好評いただいておりますので、今後もハイブリ

ッドという形が定着していくのではないかと思っております。 

 

さて、まず最初に、私ども 3 回目と先ほど申し上げましたけれども、どういう主題で今日お話をす

るかという内容についてお話をしたいと思います。 

まず 1 回目は、私どもの中外製薬の ESG の取り組みに対する全体像のお話をし、2 回目、昨年で

すけれども、主力のテーマについてご案内をさせていただきました。 
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投資家の方々から、アンケートによりますと、個別の ESG 活動というのは比較的理解ができたん

だけれども、医薬品の創薬や成長戦略との関係、これが ESG とどう関わりがあるのかということ

について説明をしてほしいというご意見がございましたので、今回は一歩進めて、中外製薬が経営

戦略としての ESG をどのように進めていくのか、いっているのか、いきたいのかというところを

中心にお話をしていきたいと思います。 

この経営戦略と ESG は相互依存関係にあるということも触れてみたいと思います。 

今後は、皆さん方との対話に基づいて、PDCA サイクルを回して、ESG の取り組みを高度化する

とともに、引き続き ESG 説明会を開催してまいりたいと思っております。 

 

本題に入ります前に、社外取締役からメッセージを預かっております。 

社外取締役の一丸様でございます。そこにありますように、一丸様からは、取締役会や、その事前

の説明会、打ち合わせでも ESG の取り組みやステークホルダーとの対話について、忌憚のない意

見、またアドバイスをいただいております。 

引き続き社外取締役も含めまして、ESG についてコミットしてまいりたいと思います。 

そこにありますように、セカンドパラグラフですけども、中外製薬が標榜する「患者中心の高度で

持続可能な医療」を実現していくためには、何よりも社員一人ひとりが ESG の側面も含めた事業

活動を自分事としてとらえ、それぞれの現場で共有価値を生み出していく、そういうことが必要
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だ、重要だと言われてますし、また、ESG に関する継続的な対話は、外部からの期待や要望を把

握し、経営に反映させるという、そういうサイクルを回すということが意義があると言われている

わけでございます。 

 

続きまして、この外部環境の変化に対して、私どもがどういう対応を取っているかということでご

ざいます。 

昨年の ESG 説明会の時にちょっと触れさせていただいたんですが、ウィズコロナ、アフターコロ

ナの中で、昨年までやっていた事業活動が本当に通用するのかどうかということをもう一度棚卸を

して見直す必要があるだろうと、お話をさせていただきました。 

私どもは、外部環境シナリオ分析やリスク分析をして、マテリアリティについてまた再検証をさせ

ていただきました。従来のマテリアリティからは変更がないことを確認させていただいたわけで

す。 

そしてこれらの分析とそれぞれの事業活動の進捗やレビューを踏まえ、2030 年をゴールとする新

成長戦略 TOP I 2030 をスタートさせたわけです。 

TOP I 2030 は、共有価値の創造を目指し、中長期戦略であるサステナビリティと成長戦略が一体

化した経営戦略としております。 
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こちらが当社の経営の考え方をまとめたものであります。 

私どもは、当社と社会の共有価値の創造を経営の基本方針としております。提供価値、いわゆるア

ウトカムとしては、ミッションに基づき、「患者中心の高度で持続可能な医療の実現」を定め、こ

の実現に向けて、ヘルスケア産業のトップイノベーターを目指し、TOP I 2030 の推進をしていく

ということでございます。 

そして TOP I 2030 の土台となっているのが 8 分野、25 項目のマテリアリティであります。 

私は、サステナビリティ視点で、企業価値を高めていくためには、こうした方針、戦略が一貫して

いること、そしてその考え方に基づき、それぞれの機能、部門が主体的に実行し、責任を持って進

めることが何よりも重要だと考えております。 

この実行の実現により、社会課題の解決の一翼を担うことができ、社会の発展と当社の企業価値の

向上を進めていく。それによりまして、社会にはなくてはならない、そういう存在、会社でありた

いと考えておる次第でございます。 
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1 年間の総括としての ESG に関わる活動の進捗でございます。 

ここにありますように、マテリアリティ 8 分野の進展の結果でございます。いずれも COVID-19

をはじめとする環境変化の影響を受けながら、計画目標に沿って、機動的に各施策を実行できたと

考えております。 

この 1 年間の活動から今後の新たな目標、課題というのが二つ、見えてきていると思っておりま

す。 

まず一つは、ESG において、社会からも非常に関心の高い分野であります地球環境という問題で

す。特に気候変動対策については、昨年、当社は 2050 年に CO2排出量の目標として、いわゆるカ

ーボンニュートラル、実質ゼロと言うんですかね、排出量マイナス吸収量イコールゼロと、そうい

う概念ではなくて、私どもの 2050 年 CO2排出量をゼロにするという目標を掲げて、中期環境目標

2030 を策定いたしました。 

様々な施策立案、分析を通じて、Scope1、2 の達成の道筋というのは、いろいろ課題はございま

すけれども、ある程度描けるという状況にきております。 

この件につきましては、後ほど山田のほうからご説明をさせていただきたいと思いますけれども、

この Scope1、2 の後にあります課題としての Scope3 の削減、これがやはり非常に大きな問題だ

という認識をしておりますので、今後はこの Scope3 についても検討を進めるということを考えて

おります。 
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またこれまでサプライチェーンは、狭義の意味での仕入先を中心に考えてまいりましたが、これか

らはその枠組みを広げて、様々なビジネスパートナー、そういう方々と私どもがガバナンスですと

か、コンプライアンス、それから地球環境、人財、人権、社会貢献等々の、いわゆる ESG の活

動、または私どもが持っておりますマテリアリティの部分も含めたものについて、同じ価値観を持

って取り組んでいただく。そういうことが大事だろうと思っております。 

そういうことによって、そのパートナーの方々と一緒に社会課題の解決をし、お互いに企業価値を

高めていくと、そういう関係のパートナーと一緒にことを進めていくことが大事だろうと思ってお

りますし、それが私どものロールモデルということになろうかと思います。 

 

続きまして、COVID-19 の事例を少しお話させていただきたいと思います。 

COVID の-19 治療薬に関して、軽症、中等症向けの治療薬のロナプリーブや AT-527 の開発状況に

つきましては、別途、別の機会でいろいろお話をさせていただいていると思いますので、ここでは

医薬品のアクセスの側面としてのアクテムラの安定供給について、触れてみたいと思います。 

COVID-19 肺炎でのアクテムラの使用を想定し、当社でロシュグループ全体として安定供給を果た

すべく、需要増大前から増産体制を構築してまいりました。ロシュグループ全体での供給量は、パ

ンデミック前の倍以上となってございます。 
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しかし、アクテムラが WHO ガイドラインで推奨され、FDA からも緊急使用許可が付与された中

で、その需要は想定を超えるようになってきております。国内での供給不足懸念はないものの、世

界各国ではかつてない増産体制でも供給不足の状態となっております。 

そこで、低中所得国向けに特許権を行使しないということや、さらなるアクセス改善の取り組みを

進めております。 

 

続きまして、事例として、社会貢献活動についてお話をしてみたいと思います。 

この社会貢献活動においても、社会との共有価値創造、ステークホルダーとの協働の観点から、こ

れまでの活動をさらに一歩推し進めるべく、社会貢献活動の体制整備を行いました。 

これは社会貢献活動を通じて目指すことを明文化、ミッション実現に向けたストーリーある活動の

推進、発信を通じて、ステークホルダーとの相互理解を深め、ともに活動していく土壌を広げてい

くことが狙いでございます。 

医療に関わる人々とは患者中心の持続可能な医療、多様性を尊重する人々とは健康な社会を、そし

て地域の人々とは持続可能な地域社会を広げていくというふうに考えております。 
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優先分野として設定したこの五つの分野ですけれども、世界からの期待・要望の高い取り組みに注

力し、各分野で設定した目標を実現していきます。このスライドは取り組みの方向性と活動例を表

しているものでございます。 

一例ですけれども、分野 1 の医療においては、各部門で実施されている直接的な財務リターンを目

的としない取り組みが、患者さん中心の持続可能な医療の基盤を支えるための取り組みに当たりま

す。 

具体的には、医学・薬学領域の研究、教育の促進、患者さんの治療や暮らしのサポート、世界の

人々の保健医療へのアクセスの改善などです。 
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続きまして、サステナビリティに関するガバナンスのお話に触れてみたいと思います。 

このガバナンスの取り組みは、ガバナンスのモニタリングについても継続的な進化が必要であると

いう認識をしております。社会からの期待・要望の高まりを受け、取締役会ですとか、経営会議の

審議事項は昨年よりも拡充をしております。 

一つの例としましては、10 月に中外製薬企業年金基金において、日本版スチュワードシップコー

ドに賛同し、受け入れを表明すると、そういうこともさせていただきました。 
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もう一つの事例として、サステナビリティ側面でのガバナンスについてということで、これは今年

の 2 月に公表させていただいた中期の環境目標 2030 の策定におけるフローでございます。 

外部環境の分析や、社外取締役や外部有識者との意見交換などを踏まえて、方向性を定め、各本部

及びロシュグループとの連携の下、目標を設定しました。 

ここで目標値の設定については、実現可能性よりも、中外製薬として果たしたい、あるいは果たす

べき水準という思想を重視し、意欲的な目標を設定をいたしました。先ほど申し上げました CO2

排出ゼロというようなことでございます。 

社内の会議体でも多く審議、議論を重ねて、数多くのイノベーションが必要になることも共有をい

たしまして、各本部主体で具体的なマイルストンの設計ということも進めてございます。 

この目標の達成には、私どもだけの社内努力ではできません。この CO2排出量ゼロという新たな

高い目標に向けて、新たなイノベーションを追求していくパートナーの方々の協働が必要になって

ございます。そのパートナー探しも、現在進めておるところでございます。 
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最後になりますけれども、私の締めのページになります。私たちの目指すのは、ヘルスケア産業の

トップイノベーターであり、サステナビリティの側面では、世界のロールモデルとなることを目標

としております。 

これは ESG の取り組みが成長戦略の中に組み込まれること、これが評価をされ、アウトプットも

評価をされる、社会課題解決をリードする、そういう会社になりたいと思っております。 

常に変化し続ける期待・要望を把握し、それに応えていくことにより、社会にとってなくてはなら

ない会社でありたい、またあり続けたいと思っております。 

またその期待・要望を踏まえ、私たちが共有価値の創造を実現していくためには、各機能、部門が

主体となってイノベーティブな気持ちを持ち、製品、サービスでのイノベーションはもとより、プ

ロセスにおいても、日々の活動の気づきにより、創意工夫の積み重ねによるイノベーションの実

現、これも重要であると考えております。 

日々の一人ひとりの創意工夫が、各従業員の一人ひとりの満足感、達成感、充実感を醸成し、これ

によって、エンプロイーエンゲージメントも高まっていくのではないかと考えております。 

最後になりますけれども、中外製薬 TOP I 2030 としての 10 年後、またその後の 20 年、30 年、

50 年と、社会の課題の解決に貢献することにより、社会にとってなくてはならない、そういう企

業でありたいと、あり続けたいと考えております。本日はどうもありがとうございました。 
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笹井：続きまして、上席執行役員 CFO の板垣より、マテリアリティと企業評価についてご説明申

し上げます。 

板垣：皆さん、こんにちは、板垣でございます。私からは、マテリアリティと企業評価と題しまし

て、3 点ほどお話をさせていただきたいと思います。 

まず 1 点目でございます。マテリアリティと成長戦略の関係についてでございます。当社のミッシ

ョンにとって非常に重要な課題、これがマテリアリティでございまして、8 分野、特定をしており

ます。 

それらは会社の成長と社会の持続的発展、これを両方実現するために必要なもので、25 項目で構

成されているといったことは、既に上野からお話があったとおりでございます。 

そしてそのミッションに沿って、2030 年に中外製薬がありたい姿、これは世界のヘルスケア産業

におけるトップイノベーターになると、こういうわけでございまして、その戦略が TOP I 2030 で

あります。 

となりますと、マテリアリティは、当然この TOP I 2030 の戦略として展開していくということで

ございます。前回の中計の IBI 21 では、このサステナビリティの基盤の強化という独立した戦略

課題として置いておりましたけれど、今回、会社の成長と社会の持続的発展と、こういったものを

切り離して、別個の戦略、あるいは施策として推進していくこと自体が既に困難ではないかという
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認識でありまして、このマテリアリティを持ついわゆる二つの特性を別々にしないということでご

ざいます。 

例えば環境対策等、生産・製薬戦略、これを切り離して考えて、切り離して推進していくことはも

う既にありえないということでございます。 

したがいまして、この TOP I 2030 では、それぞれの機能戦略、改革の中に、このサステナビリテ

ィ、あるいは ESG に関する施策を成長戦略と一体化して展開、推進していくことにいたしており

ます。 

 

マテリアリティの二面性、これはダブルマテリアリティと呼んでおりますけど、それにつきまして

まとめてみました。 

マテリアリティのこちらの左側に財務マテリアリティの側面と、右側に書いてございます環境・社

会マテリアリティの側面、こういう二つの顔があるということでございます。 

そしてそれぞれが与えるインパクトの対象ですね、あるいはそのインパクトの強度、またそのイン

パクトが発現するタイミングはそれぞれまちまちであります。 

例えばサプライチェーン・マネジメントでありますと、製品製造の原価とか、回転率などの面で、

短中期で主に企業の損益に影響を及ぼすわけでございます。 
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一方で、環境や人権などを含めまして、社会的課題の解決には、サプライチェーンとの協働が重要

であり、どのような会社がサプライチェーンを構築していくかといったことが、長期にわたって社

会の環境に与える影響が変わってくると、このようなことでございます。 

そもそもこの二面性を持つマテリアリティを企業活動の中で、この右側と左側に分けて、別個のも

のとして推進していくのは不合理ということでございます。 

 

こちらは 8 分野 25 項目のマテリアリティの管理指標を表したものでございます。本来であれば、

今年が最終年度となります IBI 21、3 年固定の計画中計でございますが、1 年早く前倒ししており

ます。 

その時にモニターをずっとしてきた指標をここに書いております。マテリアリティをもう一度見直

しましたけれど、結局マテリアリティ 8 分野 25 項目は変わらないといったことから、この指標に

ついてもおおむね近いものであるとご理解いただければ結構です。 

それぞれの具体的な目標につきましては、成長戦略の中期マイルストンとしまして、次回の決算発

表の時にお示しする予定でございます。 

本日はこのマテリアリティの中から二つ、持続可能な医療に向けた開発、そして主に製薬部門にお

けます環境対策を取り上げまして、後ほどその具体的な内容、指標、あるいは目標などにつきまし

てご説明を差し上げたいと思います。 
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さて、私からの 2 点目、非財務指標の話に移ります。 

こちらのスライドは、TOP I 2030 の改革課題を、財務成果として表れる時間の長さに応じてそれ

ぞれプロットしたものでございます。そしてオレンジの円の中には、重点的に投入、資源投入して

いく内容、また四角の中には、重要な管理指標を書いてございます。 

例えば研究関連ということで、こちら左の上のほうに書いてございますが、成果、財務成果に結び

つくまでには少し時間がかかるといったことで、右の財務成果が一番離れたところにプロットされ

てます。 

そしてオレンジ色の円の中には、重点的に資源投入していきます新研究所の建設、中分子などの新

モダリティ技術、AI 創薬、そしてオープンイノベーションなどの共同研究などが書かれておりま

す。 

また、指標としましては、研究テーマ数、論文・学会の発表数、特許の取得件数といったものを挙

げております。 

この研究関連以外にその他の改革課題としまして、臨床開発あるいはソリューション、下のほうを

見ていただきますと、人財、また環境・安全衛生といった ESG 関連もそれぞれプロットしており

まして、相互に影響しながら、または相互に有機的に繋がりながら、右側の最終的には財務成果に

繋がっていくことになります。 
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一番下のほうを見ていただきますと、例えばこの保健医療アクセス、また社会貢献といったもの、

こちらも ESG 関係の課題がございますが、これは直接右の財務成果のほうに線が引かれてござい

ませんが、これはどういったことか。 

ESG の取り組みと企業価値の関係につきまして、次のスライドでもう少し説明させていただきた

いと思います。 

 

そもそも私どもが考えます企業価値というものは、経済価値と社会的価値、この二つで構成されて

いるといったものでございまして、目先の経済価値だけを追い求めて、この社会的価値を軽視すれ

ば、サステナブルな企業価値を上げていくことはできないということでございます。 

そして真ん中に八つのマテリアリティがございます。それぞれの取り組みは、経済価値と社会的価

値に影響を及ぼし、最終的に企業価値に繋がっていくということで、これがマテリアリティの二面

性と、ダブルマテリアリティということで説明したとおりでございます。 

そして前のページで、この財務成果に直接線が引かれていないといったものは、この ESG の取り

組みの中でも、社会的価値に非常に多く影響を及ぼし繋がっているものであるということでありま

す。 

ここでまた重要なことは、この下に線が相互に引かれておりますけれど、経済価値と社会的価値、

それぞれが影響を及ぼし合っているということでございまして、例えば社会的価値の高い会社は、
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資本コストが安くなり、結果、経済価値が上がり、企業価値も上がっていくと、こういった関係に

あると考えております。 

左の経済価値、こちら売上、利益、投下資本、資本コスト、こういったもので表れてきまして、デ

ィスカウンテッド・キャッシュフローという手法で測定されるわけでございますよね。 

右の社会的価値、こちらは、例えば顧客満足、あるいは財政、コスト負担とか、環境などの形で表

れてきまして、これらは、Social Return on Investment、あるいは Internal Carbon Pricing など

といった最近新たな手法で社会的価値が測定され始めております。 

昨今の ESG 投資の拡大、あるいは IFRS などの動きなどから見てまいりますと、この統一的な社

会的価値の測定方法、あるいは開示基準といったものも確立されてくると、そんな先の話でもない

のではないかなと考えております。 

 

概念的、あるいは理論的なお話が続きましたので、ここで少し具体的な内容に振りたいと思いま

す。 

20 ページでお示しした改革課題の中から、人財開発、人財関係のお話を取り上げたいと思いま

す。 

TOP I 2030 の I は、イノベーターの I と同時に、私の I ということで、成長基盤の強化戦略の中で

も、特に人財関連は重点課題の一つに取り上げております。 
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人財関連では、ご覧のこの四つですね、左上から言いますと、昨年導入しております適所適財を基

本としました新しい人事制度の徹底運用。それからデジタル・サイエンスの分野におきます高度専

門人財の獲得、育成。それとリモートを主体としました新しい働き方の実現。最後に、ダイバーシ

ティインクルージョンの継続的な推進、この四つを重要な取り組みのテーマにしてございます。 

そしてそれぞれのテーマに、例えば上司と部下が 1on1 の実施率、あるいはテレワークの比率、ま

た女性管理職の比率など、青字で書かれているようなモニタリング指標を定めております。 

 

例えば、この高度専門人財の獲得といった点におきましては、デジタル人財、あるいはサイエンス

人財がどの部署、どの部門で、どのぐらいいるのか、そしてどのぐらいこれから必要なのかといっ

たものを可視化しまして、採用計画あるいは育成プランに落とし込んでございます。 

キャリア採用につきましては、左下のグラフにお示ししているとおり、3 年間で 85 名の優秀な専

門人財を採用してこようと、こういう計画を立てて、ちょうど 9 月までで、今 74%の進捗、すな

わち 63 名のキャリア採用を果たしております。 

この特にデジタル人財ですね、売り手市場といったことで、なかなかコンペティティブな市場でご

ざいますけれど、かなり多くの有用なキャリア人財を採用してございます。 

また社内の育成におきましては、中外デジタルアカデミーを今年創設しまして、年間 100 名以上

のデジタル人財を育てていくということでございます。 
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次の新しい働き方の実現につきましては、在宅勤務体制にシフトしておりまして、生産性の維持・

向上を両立する様々な取り組みを進めてございます。 

社内アンケートを取りまして、約 69%もの人が生産性の向上が実現しているといった回答をいた

だいてます。 

またオフィスも、本社や支店、営業支店を中心に、完全フリーアドレス、自ら働くスタイルを選択

できるようなオフィス設計にしました。 

結果、オフィススペースも 30%から 40%縮小できまして、副次効果としまして、賃料の削減とい

ったような効果もございました。 

 

最後、私からの 3 点目としては、評価分析と課題対応についてでございます。 

こちらの図では、過去 4 年間の評価、課題、そして対応状況を一覧にまとめてみました。当社で

は、各種のインデックス評価を毎年詳細に分析しまして、足りない点、あるいは社会からの要請が

高まっている点といったものを洗い出しております。 

そしてそれぞれを戦略的な重要性と緊急性に照らし合わせまして、各年度の戦略、重点課題に落と

し込み、対応策を選定・実行に移しております。 

こうした PDCA サイクルを回すことで、われわれの、あるいは一人ひとりの意識も、行動の質

も、そしてその結果としての成果の評価も高まってきていると認識してございます。 
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こちらの表は、ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックスの評価によるギャップの分

析、その対応をまとめたものでございます。 

マテリアリティ目標の開示、リスク分析、あるいはサプライチェーンでのデューデリジェンス

等々、いろんなところにわれわれ、注力した結果、2020 年の評価では、ご覧のとおり、矢印が上

を向いているのがいくつかございますけれど、非常に高い水準の評価を獲得することができまし

た。 

また 2021 年、実はこれ先週の土曜日に結果をもらったばかりなので、十分な分析までは至ってお

りませんけれど、さらに上がっているもの、あとは最高水準の評価をいただいているもの等々がご

ざいます。 

一部横で評価が維持されているものもございます。詳細な分析はこれからですが、ロシュとのビジ

ネスモデルなどで一部の制約があるような項目が横ばい評価になっている可能性もございますけれ

ど、改善できる点があれば、引き続き対応を図っていきたいと思います。 
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また前回のこの ESG 説明会で皆様方から、特に ESG 情報の開示の充実をといったご要望を頂戴し

ておりました。ご覧のとおり、ガバナンス関連から人財関連まで、17 項目の新たな開示をいたし

ましたので、ご確認いただきいただければと思います。 

ESG 関連情報の開示につきましては、本当に世の中に様々な枠組みといったものが乱立しており

ます。そういった中で、他社比較、あるいはその評価自体に当たってもまだまだ課題がございます

けれど、COP26 におきましても、IFRS 財団のほうから、基準審議会の設立、あるいは報告基準の

プロトタイプの公表などがございまして、今後統一化の兆しが見えてきてございますので、動向を

引き続き注視してまいりたいと思います。 
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最後のページになりますが、外部からの公平公正な評価は、私どものサステナビリティ、あるいは

ESG に関する戦略構築、あるいは活動水準の向上に大変役立ってございます。社会からの期待・

要望もますます高度化しておりますので、そうした変化に機敏に対応、アジャイルに対応していく

ことが肝要だと認識しています。 

またご要望や課題にパッシブに対応していくだけではなく、当社ならではのイノベーティブな取り

組みを進めていきながら、社会課題解決をリードする世界のロールモデル企業と言われるように、

今後も経営戦略に一体となった ESG の取り組みを推進してまいりますので、引き続きご支援のほ

ど、よろしくお願いしたいと思います。ありがとうございました。 
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笹井：続きまして、執行役員臨床開発本部長の草野より、持続可能な医療に向けた開発についてご

説明申し上げます。 

草野：臨床開発本部の草野でございます。私からは、持続可能な医療に向けた患者さんとともに歩

む臨床開発について、お話をさせていただきたいと思います。 

臨床開発におけます TOP I 2030 は、患者さんとの共有価値を最大化することを目指してございま

す。臨床開発におけるここに挙げました重点施策は、いずれも患者様にとりまして大変大きな価値

があり、また、弊社の企業価値向上におきましても、大変大きく貢献できるものと思ってございま

す。 

われわれ中外製薬は未だに満足のいく治療薬のない疾患に果敢に挑戦してまいります。 

また、臨床開発の成功確率を向上させることによりまして、臨床試験自体の規模を小さくし、治験

に取り組まれる患者さんの数をできる限り少なくすることに挑戦してまいります。 

さらに、デジタル等を用いた開発モデルの革新によりまして、上市までのスピードを向上させ、1

日でも早く患者様に革新的な医薬品を届けられるように努力を続けてまいります。 

そして、承認取得のみを目指すというものではなくて、デジタルバイオマーカー等を用いて、臨床

試験の中で患者様の日々のクオリティ・オブ・ライフ改善を目指し、患者さんにとりまして、本当

の意味での治療効果、こういったものを評価していきたいと考えてございます。 
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中外製薬の臨床開発におけます Core Values、これは患者さん中心、Patient Centricity と定義して

ございます。 

われわれが抱く Patient Centricity とは、患者さんとともに医薬品を開発するといったコンセプト

でございます。われわれは、できる限り患者様へ情報提供を行ってまいります。患者さんに臨床試

験をより身近に感じていただきたいと思ってございます。 

一方で、われわれとしましては、患者さんの声を真摯に聞きまして、それを臨床試験に生かすよう

努力してまいります。すなわち、患者さんと一緒に新しい薬を生み出していく。そんな姿を目指し

てございます。 
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中外製薬の臨床試験は、常に患者様と歩んでまいります。治験開始前には、対象となる疾患の患者

さんに調査を行いまして、アンメットニーズの把握に努め、プロトコルに反映してまいります。 

治験が始まりますと、動画などマルチメディアを用いて、試験内容をわかりやすく説明する

eConsent を開始いたしました。 

また患者さんにサンクスレターを配布いたしまして、患者さんとともに医薬品の開発を進めていき

たいという旨を伝えるようにしております。 

治験期間中には、デジタルバイオマーカーを積極的に取り入れ、患者さんにとっての True 

Endpoint を実証してまいります。 

安全性評価におきましては、患者さん視点での評価を取り入れてございます。治験が終了した際に

は、Layperson Summary として患者さん向けの報告書を作成してございます。そして治験に参画

いただきました患者さんへアンケートを行い、次の臨床試験へ反映してまいります。 

中外製薬の臨床試験は、単に承認取得を目指すのみではなく、臨床試験の一連のフローに患者さん

に関わっていただくことで、患者さんにとって新たな付加価値を付けられるように努力してまいり

ます。 
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これまで治験とは、患者さんにとりましてあまり良いイメージがなかったんですが、最近の被験者

アンケートでは、会社や周りに自分の病気を知ってもらう良い機会と、治験参加に前向きに捉えて

いる患者さんも増えてまいりました。 

 

取り組みにつきまして、少し事例を紹介させていただきます。 

子宮内膜症における一般的な評価指標は、患者さんが訴える痛みでございます。しかしながら、こ

の痛みの評価は大変主観的であると言われてございます。患者さんそれぞれで感じ方が異なり、ま

た痛みを表現する言葉もたくさん存在することから、痛みの強さや持続時間などを正確に医師に伝

えることが困難とされてございます。 

またこれまでのように 2 週間にいっぺん、あるいは月に 1 回の通院による診察では、経時的な痛み

の変化を適切に捉えることができません。そこで、デジタルバイオマーカーを用いまして、客観的

かつ持続的に痛みを測定する方法を開発してございます。 

研究内容は、子宮内膜症の患者様にウェアラブルデバイスを装着していただきまして、心拍数や血

流量等のバイタルデータを取得してまいります。一方で、スマホアプリで患者さんに痛みを数値的

に評価いただいてございます。 

これら得られたデータを、アルゴリズム解析を行うことによりまして、痛みの指標、Pain Index を

構築し、患者さんによる痛みの評価と比較検証してまいります。現在解析を実施している最中でご

ざいますが、うまくいけば、この手法を新薬の臨床試験の中に取り入れていく予定でございます。 
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客観的かつ連続的で持続可能な痛みの指標、デジタルバイオマーカーを構築できれば、患者さんの

精神面や通院による時間、コストの負担軽減が大いに期待できるものと思ってございます。 

 

もう一つの事例は、Decentralized Clinical Trial への取り組みです。 

Decentralized Clinical Trial とは、医療機関への来院に依存しない臨床試験を意味してございま

す。従来の臨床試験は、患者様が医療機関を訪問し、医師と面談して、診察、検査、投薬が行われ

てございました。 

将来的には患者さんの自宅でオンライン診療、あるいは医師、看護師が患者さんの自宅を訪問し

て、検査はデジタルデバイスを用いて、データをダイレクトに病院に転送される。治験薬も患者様

の自宅に配送される、そんな臨床試験が期待されてございます。 

現在では、各国の規制要件を確認しつつ、弊社のように、致死的な疾患を取り扱っている場合は、

すべての患者さんが自宅で臨床試験を完結するのではなく、来院と自宅の混合型から始めてみよう

と思っております。 

この試験手法は、患者さんにとりましては来院する回数が減ることで、心理的、時間的制約の軽減

に繋がると思っております。 

一方、弊社にとりましては、臨床試験に参加いただける患者さんが増え、またデータをダイレクト

に、かつ、リアルタイムに取得することができ、データの欠損、あるいは患者さんが試験から脱落
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してしまうリスクを軽減することが期待できます。これにより臨床試験の期間が短くなり、臨床試

験の質の向上も期待できると考えてございます。現在いろいろな規制要件を確認しながら、国内外

で実施する準備を始めているところでございます。 

 

このように中外製薬の臨床試験はデジタルバイオマーカーや Decentralized Clinical Trial を導入す

るなど、開発モデルの変革に挑戦してきてございます。 

一方で、弊社のビジネスモデルである豊富なパイプラインを持つロシュ品と、革新的な自社創薬

品、両輪を扱ってございます。いずれもファーストインクラス、ベストインクラスを目指して、開

発していくため、多彩で多様な臨床開発を実施しているといったところが弊社臨床開発の特徴と思

ってございます。 

また、医療ニーズや社会的責務を踏まえまして、あまり他社では実施しにくいと思われるような希

少疾病、こちらの開発も継続的に続けているといったところが特徴かと思われます。 
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まず多彩で多様な臨床開発の背景でございますが、ご存知のとおり、弊社の研究は技術ドリブンで

あり、どのような疾患領域の新薬候補が出てくるかわかりません。 

また戦略的アライアンス提携先のロシュ社も、がん、免疫、CNS 等、得意としている分野は、疾

患領域はあるものの、豊富なパイプラインと多岐にわたるモダリティの開発を進めております。 

したがいまして、われわれは、いかなる新薬の開発にも柔軟に対応ができるように、多彩な臨床試

験スタイルに挑戦し、多様なオペレーションモデルを採用してございます。 

また、多岐にわたるモダリティを取り扱い、多種の疾患領域にアプローチしてございます。これら

は弊社の多彩な人財によりまして、患者さんと医療にとって最適で柔軟な臨床開発を行えるよう努

力を続けてございます。 
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希少疾病についてでございます。このスライドは、過去 10 年間の各年におけます新製品発売数、

並びに適応拡大数を示したものでございます。 

今年 2021 年は 9 月末時点での数字となります。薄い青色が新製品発売数、及び適応拡大数全体の

数で、濃い青色が希少疾病医薬品の発売数でございます。 

ご覧のとおり、過去 10 年間、毎年 1 から 2 個の希少疾病において継続的に承認を取得しており、

発売してございます。また希少疾病の疾患領域に関しましても、がんのみに限らず、多種にわたる

疾患領域となってございます。 

技術・サイエンスドリブンの中外製薬は、ロシュグループとともに、そして患者様とともに、希少

疾病を含む未だに治療薬のない疾患に対し、今後も多彩で多様な臨床試験をしながら、果敢に挑戦

していきたいと考えてございます。私からは以上です。 
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笹井：続きまして、サステナビリティ推進部長の山田より、当社の製薬本部における地球環境対策

取り組みについてご説明申し上げます。 

山田：サステナビリティ推進部の山田と申します。よろしくお願いいたします。 

私からは成長戦略における ESG の二つ目のテーマであります地球環境の取り組みについてご説明

申し上げます。 

こちらのセッションでは、最初に当社が制定いたしました 2030 年を最終目標といたします中期環

境目標について簡単にご紹介申し上げ、引き続きまして、CO2排出削減に向けたロードマップとそ

の重要課題、最後に、製薬本部で取り組みを進めております環境対策の具体的な例をご紹介申し上

げます。では、次のスライド 38 からご説明を申し上げます。 

こちらが本年弊社で制定いたしました中期環境目標 2030 になります。昨年の ESG 説明会では、

こちらの環境目標の制定に向けた考え方や課題などをお話をさせていただきました。それらを考慮

して策定いたしましたのが、こちらの内容になります。 

既にウェブページなどで公開をしているため、本日詳細のご説明は申し上げませんが、こちらの中

では、重点項目といたしまして、気候変動対策、循環型資源利用、生物多様性保全の三つのテーマ

を設定しております。 
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特に昨今、社会からの注目が非常に高まっております気候変動対策では、先ほどの COP26 でもあ

りましたように、今後も社会からの要求レベルが高まることも想定いたしまして、高いレベルの目

標を設定しております。 

また CO2排出につきましては、2050 年に排出ゼロを明記をいたしております。 

 

では、次のスライドをご覧ください。こちらでは中期環境目標の実現に向けた重点テーマについて

ご紹介申し上げております。 

まず右側のグラフをご覧いただきたいと思うんですが、こちらのほうでおわかりになりますよう

に、当社における CO2排出及びフロン保有量の 95%、あるいはそれ以上が製薬本部及び研究本部

によるものになります。したがいまして、当社の環境対策の中心はこの両本部になってまいりま

す。 

まず重要なのが省エネルギー対策となります。中外製薬におきましても、これまでも継続的積極的

に省エネルギー対策を継続しております。新しい設備では、最新の省エネ設備の導入などをして取

り組んでおります。 

省エネ活動というのは小さな削減の積み重ねであり、一つの対策で大きな削減は期待できません

が、今後も最新の省エネ技術の調査や導入、あるいは外部専門家などの活用も行いまして、取り組

みを継続してまいります。 
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Scope2 からの CO2削減は、再エネ電力、当社ではサステナブル電力と呼んでおりますが、こちら

の導入が主な手段となります。こちらは電力サプライヤーとも協力しながら、安定確保に向けて取

り組みを進めてまいります。 

Scope1 からの CO2削減は大きな課題、チャレンジと考えております。未だ代替エネルギーが明確

にならない中での取り組みとなり、今後解決策を見出していかなければならない課題と考えており

ます。 

フロン廃止につきましては、代替技術の見極め、エネルギー効率の影響なども考慮しながら取り組

みを進めてまいります。 

一部には、まだ代替技術が存在してない設備などがございますが、こちらへの対応が目標達成に向

けて重要な課題となってくると考えております。 

 

では次のスライドにお進みください。こちらは CO2削減の目標達成に向けたロードマップになり

ます。 

グラフの高さは、イメージ的なものもございますけれども、今年から既に一部の事業所や工場では

サステナブル電力の導入を始めております。ライフサイエンスパーク横浜の稼働により、一時的に

CO2排出量は増えますが、その後、既存の研究所の閉鎖、それから Scope2 からの CO2排出をサス

テナブル電力の拡大により減らすこと、あるいは省エネルギー化などにより、2025 年の 40%削減

の目標達成する見込みになっております。 
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その後、2030 年に向けては、Scope1 設備の電化や、さらなるエネルギーの効率化などにより、目

標達成に向けて取り組みを進めてまいります。 

その後の 2050 年の排出ゼロに向けては、まだ具体的な道筋は見えておりませんが、新たな代替エ

ネルギーの導入などによって取り組みを進めることになると考えております。 

 

こちらは今お示しいたしましたロードマップを研究本部、製薬本部に分けてお示ししたものになり

ます。 

研究本部では、2022 年のライフサイエンスパーク横浜稼動後、2023 年からサステナブル電力の導

入を計画しております。その後、御殿場・鎌倉研究所の閉鎖などにより、2025 年の目標が達成で

きると考えております。 

製薬本部につきましては、サステナブル電力の順次拡大、設備更新などによるエネルギー効率化を

進めることにより、2025 年の目標達成を目指してまいります。 
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こちらは製薬本部における気候変動対策の重点課題をご紹介したものになります。当社が TOP I 

2030 で掲げる RED シフトと、製薬企業の責任でございます安定供給・品質向上と、こうした気候

変動対策を同時に実現する取り組みが必要になってまいります。 

CO2削減、エネルギー削減におきましては、新しい設備や設備リニューアル、プロセス改善、効率

化などにより取り組みを進めますが、具体的な例を申し上げますと、ここに書いてございますよう

なシングルユース設備の拡大、あるいはエネルギーマネジメントの最適化などがここに含まれま

す。 

サステナブル電力導入につきましては、切り替えを進めるとともに、太陽光などの自家発電の導入

の可能性も検討を進めてまいります。 

フロン削減におきましては、新規設備では、自然冷媒などを用いるノンフロン設備の導入を進めて

おります。目下、代替技術が存在しない機器では、新技術の探索や調査が必要となってまいります

が、2030 年の目標達成に向けては、設備サプライヤー企業などとコミュニケーションを取りなが

ら取り組みを進めてまいります。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

39 
 

 

では、次のスライドに進みます。こちらから製薬本部で実際に新規設備で進めております環境対策

の具体例について 2 例ご紹介申し上げます。 

1 例目は、藤枝工場で計画をしております低・中分子医薬品合成原薬製造棟、通称 FJ3 の例になり

ます。 

こちらでは、生産機能面、安全面に加えまして、環境面といたしまして、自然冷媒を用いたノンフ

ロン設計、廃熱回収などによる省エネルギー対策の導入、製造工程で排出される有機溶媒のリサイ

クルなどの検討も進めてまいります。 

こちらの右にあります写真には、自然冷媒のアンモニアを用いた冷凍機の設備の写真になります。

実際に設置されておりますのは、同じ藤枝工場ですが、現在建設中の FJ2 という設備になります

が、実際に既にこうしたノンフロン設備の導入を藤枝工場では進めてございます。 
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では、次のスライドに進んでまいります。こちらが私のセッションの最後になりますけれども、2

例目は、浮間工場で建設を予定しておりますバイオ原薬製造棟、UK4 の例になります。 

こちらはフロンゼロの設計、都市ガスを直接燃焼する設備を持たないガスゼロの設計に加えまし

て、サステナブル電力、自家再生エネルギーなどの導入で、CO2排出ゼロを目指す 3 ゼロがコンセ

プトとなっております。特にガスゼロにつきましては、徹底的な省エネを進めることにより、オー

ル電化を実現することができました。 

また、こちら UK4 では、環境に負荷が少ないとされているシングルユース設備の使用範囲の拡張

を計画しております。稼動後、実際に環境負荷データを取得、分析の計画をしております。 

一方で、シングルユース設備の拡大は、プラスチック廃棄物の増加に繋がりますが、こちらにつき

ましても、廃棄物のリサイクルの検討などを進めてまいります。以上で私からのご説明を終わりま

す。どうもありがとうございました。 

笹井：ご清聴いただきまして、ありがとうございます。 
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質疑応答 

 

笹井：これより質疑応答に移ります。大変恐れ入りますが、より多くの方にご質問いただくため、

ご質問は 1 人 2 問までとさせていただきたく、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

なお、ご質問内容の音声はプレゼンテーションとともに後日当社ウェブサイトに掲載させていただ

きますので、あらかじめご了承ください。 

また、本日は製薬本部で環境対策を担当しておりますデジタルエンジニアリング部の斎藤も同席さ

せていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、会場でご参加いただいている方々からご質問を頂戴いたしまして、その後、電話会議で

ご参加いただいている方のご質問をお受けしたいと思います。会社名、お名前をおっしゃっていた

だいた後、ご質問のほど、よろしくお願いいたします。それではご質問のある方。 

兵庫：三菱 UFJ 信託銀行の兵庫と申します。本日はありがとうございました。1 回目から 3 回目、

全部参加させていただいて、前回から今回のジャンプアップって、非常によく練られているなと、

外部のいろいろな考え方も取り入れて練られているなという感じがして、非常にいいなと思いまし

た。ぜひ業界全体でも使えるようなロールモデルになっていただきたいなと思いました。 

それを踏まえて、2 点質問させていただきます。今回の御社のこのご説明を拝見しますと、自社と

してどうするかというのは非常に説明が多いのですが、外部との連携、他のステークホルダーとの

連携をどういうふうに考えているかというところが少し見えないのかなと思っております。 

製薬特有の状況もございますが、例えば日用品ですと、ライオンさんと花王さんが廃プラのところ

で手を結ぶとかですね、業界としてどうするかというような発想がちょっと足りないのかなという

ふうに思います。 

ロールモデルを目指すにあたっては、その発想は多分抜けないと考えてますので、ここについてど

ういうふうに考えているかということを 1 点お願いします。これが 1 番目です。 

笹井：ありがとうございます。 

兵庫：上野さん、お願いできますか。 

上野：それでは私のほうからお答え申し上げたいと思います。非常に大事なご指摘だと思います。 
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私どもだけの活動がどうかということだけではなくて、これから協業が必要だと、協働作業が必要

だという、そういうことからすると、業界がどういう形でまとまっていくのか、その中でどういう

ふうにグループワークをしていくのかと、非常に大事なご指摘だと思っております。 

業界としては、やはり医薬品をどのように患者さんに負担なく、早く許可を取って、それを早く市

場にデリバーをするのか、そういうところを主体に現在進めているという認識をしております。 

今後については、私どもの業界はエネルギーをすごく消費をするという、そういう産業ではござい

ませんけれども、やはりそういうものについてもいろいろ協議をすることは必要だと思います。 

特に今後の大きな課題は、やっぱり医薬品の一次包装、二次包装、例えば、PTP ですとか、注射

剤を梱包してますいわゆる容器ですね、プラスチックですとか、バイアルだとか、ああいうものに

対して、もちろんあれは全体の安定性を確保するという、その大きな使命があるわけですから、そ

れと環境問題をどういうふうに一緒に解決をしていくのか。その辺が大きな課題ではないかと考え

ております。以上でございます。 

兵庫：ありがとうございました。2 点目の質問は、気候変動対策のところにおいて、サステナブル

電力の比率というのを掲げていただいております。国際的なイニシアチブでは、RE100 というの

があって、小野薬品さん等は賛同されているという実績がございます。 

御社としても、どこかのタイミングでこの RE100 にコミットする、賛同されるご計画があるので

しょうか。以上でございます。ありがとうございます。 

山田：はい、私からご報告ご回答申し上げます。RE100 につきましては、来年度に申し込みと言

うのですかね、申請するかどうかを検討しようとしております。 

ちなみに、SBT につきましては現在申請中でございまして、外部の認証と言いますか、それにつ

きましては、いろいろな面を考えながら、していくか、していかないべきかを、今後も継続して判

断していくことになるかと考えております。 

兵庫：ありがとうございました。一つだけ要望ですが、次回ぜひもし可能であれば、今回コメント

だけいただいた社外取のメッセージ、拝見させていただいたのですが、ぜひもし機会があれば、登

壇していただいて、第三者から見た御社の ESG 活動の取り組みを少しお話いただければありがた

いかなと思います。 

ちょっとこれ拝見すると、いいことは書いているのですけど、やはり課題のところがなかなか記載

がないので、ぜひそのあたりもあると、より透明性が高いサステナビリティ推進に繋がるのかなと

いうふうに思いました。私から以上です。ありがとうございました。 
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笹井：ありがとうございます。 

橋口：大和証券の橋口と申します。環境について二つあります。一つ目が、2050 年の CO2排出ゼ

ロに向けてです。今日も非常に難しい目標だというのは何度か繰り返しいただきましたが、一方

で、私の聞き間違いでなければ、上野さんが最初のほうに、課題はあるけど道筋も描けるようにな

ってきたとおっしゃったように思いました。 

1 年前の説明会と比べると、ちょっとそういう意味では、前に進んだのかなという印象を持ったの

ですが、その道筋が描けるようになったのは何が変わってきたのかということと、あと実現に向け

て、社会全体のイノベーションが必要なんだろうというのはよくわかるんですが、製薬業界ならで

はの達成に向けた課題というものを認識されていて、御社として取り組まねばならないとお考えの

ことがもしあれば、ご紹介、共有いただけますでしょうか。 

上野：はい、それでは私のほうから最初お答えをさせていただいて、もし補足があれば、製薬本

部、もしくは山田のほうからお答えをするというふうに思います。 

まず製薬業界として対応をする特別な点があるのかという、そういうことからすると、全部ではな

いかもしれない、1 点ということで申し上げると、私どもの工場におけるいわゆるクリーンルーム

と言うのですかね、常に無菌状態にする、そういう中で薬を作るという、そういう環境の維持が必

須になってきてございます。 

これを私ども、東日本大震災の時に経験したのですが、これを維持するエネルギー、1 回無菌をブ

レークしますと、そのまた無菌を維持するために何カ月というプロセスが必要になってくるので、

ずっと維持しなくちゃいけない。 

これって半導体も一緒だと思うのですが、そのために、そうするとエネルギーの量というのは、消

費量というのはそんなに生産量とリンクしないのです。 

環境を維持するというところがやっぱり一つのキーワードで、それを維持するために相当のエネル

ギーを消費している、そういう業界特有の、もしくは私どもの製品ミックスによるそういう特性が

ございますので、その辺をいかに削減していくかというのが課題だろうと感じております。 

最初のその道筋ということから申し上げますと、先ほどご案内ありましたように、やはり 75%削

減まではいけるということです。今までざっくりとして、年次ごとに何パーセント削減をしていく

ということで、どういう道筋で 2050 年、2030 年を迎えるかということを検討しておりました

が、具体的な各サイトの、一つ一つの建物とか何とか見える化できてきている。 
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そこでどういう課題があるかという、より詳細までわかってきているということからすると、もち

ろん 75%以上、これは非常に高いハードルではありますけども、ここに解決しなくてはいけない

問題ということがより見えてきたので、そこに対してどういう打ち手をするとか、打てない手もあ

りますけど、打てない課題もありますけども、そこは他のイノベーターの方々とどうやってやるか

という、その辺が少しずつ見えてきているところが、進捗だと思っております。 

山田：はい、では私から少し補足させていただきます。今上野がご説明申し上げましたとおり、昨

年は目標に対する考え方をお話させていただいて、ただ実際にどういう道筋を進めていけるかとい

うのがまだ検討途中だといったことでございます。 

この 1 年で、主に製薬本部におきましてですけれども、今上野からありましたように、個々の設備

ですとか建物につきまして、何ができるかということを検討してきまして、75%削減までは、例え

ば Scope1 の Scope2 化ですとか、そういうもので何とかいけるのじゃないかということで、道筋

がそこまではかなり見えてきているということになります。 

ただ、もう一つは、やはり製薬企業で特に蒸留水というのを作るような時に、直接火を炊かないと

エネルギー効率が悪いですとか、高い水蒸気が、温度の高い水蒸気が作れないとかという設備がご

ざいまして、こちらのほうをどういうふうに対応していくかが、他にもございますけども、今一番

大きい課題だと私は考えております。 

そこにはやはりまだ見えていない、例えば水素をそこで使えるのかですとか、バイオガスがこれか

ら出てくるのかですとか、そういうあたりの新しいエネルギー源を見極めながら進めていくという

ことで、そこはやはりまだ少し道筋が見えていないというか、今具体的にどういう道筋でゼロに達

成することができるかというのは見えていないところになるかと考えております。 

橋口：ありがとうございました。もう 1 点が、浮間工場における環境負荷の取り組み事例として、

シングルユースの概要についてご紹介いただきましたが、昨今の COVID-19 による、いろいろ需

要が大きく変わったりだとか、サプライチェーンの混乱とかで、シングルユースについては、調達

がちょっと難しくなっているというような話も聞いたことがあるんですけれど、御社としては、そ

ういうリスクをどのように見てらっしゃいますでしょうか。 

斎藤：ではそれについては斎藤から答えさせていただきます。 

おっしゃっていただいたように、シングルユースの需要が逼迫している実態は事実としてあると思

っており、弊社も一定の影響は受けております。ただ、シングルユースは医薬品の製造の一つ重要

なパーツとなっておりますので、シングルユースの集約化と、あとやはりリードタイムを十分に見
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るというようなサプライ面での手当ということで、現時点での医薬品の生産には、われわれはコン

トロールできていると。 

それと将来こういう設備を入れて、ある程度運用していけるという目処は、今のところ、ちゃんと

つけているということで、この設備の導入を始めております。 

橋口：ありがとうございました。以上です。 

笹井：ありがとうございます。 

ヤマダ：日本経済新聞社のヤマダと申します。ご説明ありがとうございました。私からも 2 点、質

問ございます。 

1 点目が、上野さんが冒頭で、先ほどもありましたけれども、やっぱり 2050 年にゼロという目標

はなかなか高い目標で、自社の行動力だけではできない部分は、外部との、イノベーターとの連携

というのも進めていきたいと。 

実際に今そういう話みたいのもあると思うのですけども、それってお話しいただける範囲で、具体

的に今どういうイノベーター、例えば医薬のバイオ系の、例えばエネルギーとかをやっている会社

との連携なのか、どういう意味合いでのそのイノベーターとの連携なのかというのを教えていただ

けますか。 

上野：はい、これは、環境問題というのはやっぱりどこのステークホルダーの方々も持っている課

題だということで、特に電力・ガス関係の方々も、今までの延長線上でいいとは考えておられない

ので、そこでサステナブルな電力ですとか、ガスだとか、そういうものをどうやって供給して、開

発していくのかについてのいろいろな意見交換とか、まずはそこのメジャーな今のプレーヤーの

方々といろいろとご相談をさせていただいている、そういう状況です。 

そういう中で、多分もう少し技術的に解決をしなくちゃいけないという問題が出てくれば、そこの

技術を持っておられる、特化している技術を持っておられるところと、またお話をすると、そうい

うステップになるのかなというふうに考えております。 

ヤマダ：ありがとうございます。あとサプライチェーン、御社の取引先、仕入先の方との環境問題

とかに対する取り組みという点で伺いたいのですけれども、例えば製薬以外の、今いろいろな業界

で、例えば供給網、仕入先が人権問題とかに配慮していなかった時に、対話をし直していくとか。 

あるいは本当に仕入先を変えてしまうみたいな動きも業界としては起こっていると思うのですけれ

ども、なかなか医薬品業界としてそういうのができるのかという部分もちょっとあるとは思うので
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す。例えば仕入先と環境とか人権とかそういうことについて、御社として何か対話されているよう

な事例とかがあったらぜひ教えていただきたいです。 

上野：それでは全体感だけ、私のほうからお答えをさせていただいて、具体的な人権という話が、

事例がよろしいかと思うのですが、それについては、担当のほうからお話をさせていただきたいと

思います。 

私ども、4,000 以上のサプライヤーの方々とお付き合いをさせていただいていますけど、もちろん

その 4,000 軒以上の方々が同じようなレベル感でコンタクトする、もしくは関係を結ぶということ

はなかなか難しいので、プライオリティをつけて、重要なところから一緒に同じ目標を見ていただ

きたいという、そういう活動をしているわけです。 

まず新しいパートナーと組む時には、いろいろな人権ですとか、環境ですとか、もちろん BCP 対

応ですとか、それからそれ以外の ESG 項目について、どのように取り組まれているのか、そうい

うものをお互いに話し合って、同じ目線で、同じ高さでやっていただけるパートナーなのかどうか

という、そこを最初に評価をさせていただいていると、そういうところです。 

もちろんそういう方々と、そのプロセスを通じて、一緒にやるかどうかの判断になると思うのです

が、明らかにこれは私どもとしてやっぱり問題がある、そういうレベル感であると、もちろん私ど

もがお願いをしたいという本業としての要件がありますから、もちろんそれはクリアをしていると

いう前提ですけれども、それプラスアルファで、ESG、環境、人権、そういうファクターについて

どうやって評価をするかということだと思うのですが、それについてはやはり改善をしていただ

く。 

私どもが理解ができ、ある程度改善していただき、そういうレベル感で一緒になることが判断でき

れば、そういうところとお付き合いをするということになると思いますし、明らかにこれはリスク

がありそうだというところについては、その時点でまた別の方とパートナーシップを組むと、そう

いう判断基準でございます。 

山田：では、私のほうからもう少しご説明申し上げます。人権ですとか環境につきましては、国際

的な製薬企業が加盟しております PSCI、Pharmaceutical Supply Chain Initiative というコンソー

シアムがございまして、もしかしたらご存知かもしれませんけれども、当社もそちらのほうに加盟

しておりまして、その基準に基づいて、査察を行って判断をしております。 

今上野が申し上げましたように、大体 3 段階ぐらいにそれを考えておりまして、1 段階はもうここ

とはお付き合いできないという、本当に赤と言うのですかね、例えば、そんなことは今までござい
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ませんでしたけど、児童労働をしているとか、そういうとこについてはもう最初からお付き合いを

しないと。 

その上で、足りないのだけれども、われわれとともに改善を目指していただけるようなところは、

ビジネスを継続しながら改善を進めていくと。 

その上の十分なレベルに達しているというところでございますので、その改善していただけるとこ

ろは、継続してビジネスを続けていくことになります。 

PSCI に参加、今の基準で監査ですとかしてまいりましたけれども、主には例えば CMO ですと

か、非常にわれわれにとって重要なサプライヤーを優先して行っております。 

今までは、ちょっとここはお付き合いできませんという実績はなかったということになりますの

で、特にそれでこことは取引をやめますという実績はこれまではございません。 

ヤマダ：ありがとうございます。 

笹井：ありがとうございます。それでは続きまして、電話会議にてご参加の方よりご質問を頂戴し

たいと思います。なおご質問される際には、会社名、お名前お伝えくださいますようお願いいたし

ます。 

それでは最初の質問に移ります。シティグループ証券の山口様、お願いいたします。 

山口：シティの山口です。ありがとうございます。質問一つです。ESG の取り組みと企業価値

で、特に経済価値、ページで言うと、21 ページだと思うんですが、利益の増大、投下資本の低

減、資本コストの低減というのをご紹介いただきました。 

御社の活動の中で、この投下資本の低減と資本コストの低減について、計測できているものがあれ

ば、どのぐらい下がっているのか、あるいはどのぐらい下げようとしているのかというようなもの

がもしあれば、教えていただけると、DCF の計算上、非常に役に立つのでお願いします。 

板垣：板垣です。資本コストについては、もちろん内部では、外部で計算されているようなコンセ

ンサスとか、いろいろなものを、そういったものを使っておりまして、多分これは公的なものと、

公的と言うのでしょうかね、開示されているものがございますので、共有はできるかなと思います

が、もちろん各会社さんで、いやこれは自分独自でするので、自分でやる DCF では使わないとい

うこともあろうかと思いますけど、共有化することはできます。 

あと具体的な投下資本の低減内容とか、利益はもうこっちに出て、わかるかと思いますが、DCF

というのは、実は、当たり前ですけど、将来に向けての損益がどうなるか、キャッシュフローはど
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うなのか、投資はどうなのか、こういうことになりますので、われわれの将来の数字につきまして

は、現時点で開示する予定もございませんし、共有化することはできないということでございま

す。 

山口：具体的には、資本コストって下がっていると思われますか。 

板垣：いくつかのシナリオケースによって、それぞれ使っておりますので、今何パーセントという

ことはここでは共有化することはちょっと差し控えたいと思います。 

山口：そうなんですけど、方向性としては下がっているというのを社内的には感じておられます

か。 

板垣：そうですね、過去からずっと見てみますと、資本コスト自体は下がってきてございます。 

山口：下がっているんですね。はい、わかりました。ありがとうございます。 

笹井：ありがとうございました。それでは次のご質問に移りたいと思います。モルガン・スタンレ

ー証券、村岡様、お願いします。 

村岡：ありがとうございます。すみません、ちょっと今日のお話には直接関係なかったかもしれな

い問題なのですが、ちょっと気になっているのが環境負荷の話です。、医薬品って、患者さんが捨

てられる薬、使わずに捨てられる薬っていうのがあると思うのですが、それこそ抗菌剤とかホルモ

ン剤とかって、結構環境負荷あるのかなと思ったりするのですけど、こういった部分、何か御社の

取り組みとか、業界の取り組みとか、何かあるものなのでしょうか。 

糖尿病の会社とかは、シリンジの回収とかしているんですけれど、何かこのあたり、具体的なエピ

ソードあったら教えていただけると助かります。 

笹井：はい、ありがとうございます。ご質問ありがとうございます。 

上野：上野ですけれども、具体的に今ご指摘あったような残薬を回収するとか、そういう取り組み

は現在行っておりません。 

ただ、できるだけ、もちろん患者さんが処方された薬を、いろいろな理由があるかもしれないけ

ど、飲まないという前提で考えておりませんので。処方はされて、それが正確に服薬される、もし

くは投与されるという前提から考えると、できるだけ患者さんに合ったような薬剤のドーズ設計を

する、無駄にならないようなものを、注射のバイアルに注射器に入れていく、そういう工夫がこれ

から必要になってくるのではないかと思います。 
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お答えになっていないかもしれませんけど、以上でございます。 

村岡：ありがとうございます。こういった部分って、今後、例えば、外部のところから、医薬品業

界、問題だよねみたいなご指摘って、特には出てはいないと、現時点では思ってよろしいんでしょ

うか。 

上野：具体的にどういうご意見があって、それをどこまで頂戴しているかというのは把握できてお

りませんけれども、考えられることとしては、やはりインフルエンザのタミフルの時に指摘をされ

たのは、河川に薬剤が、水に流出して、鳥がそれを飲むことによって、またその耐性が出てくるん

じゃないかみたいな、そういう一部に議論がございました。 

私どもとしては、そういうものに対しては真摯に対応するとそういうことで、具体的なアクション

はしておりませんでしたけれども、そういうようなことは考えられることだと思います。 

村岡：わかりました。大変参考になりました。ありがとうございます。以上です。 

笹井：ありがとうございます。 

それでは次のご質問、NHK のアヅチ様です。お願いします。 

アヅチ：新型コロナの治療薬の早期開発という点で AT-527 について、アテア社が先日、2 相の試

験で、主要評価項目が達成しなかったとご発表がありました。 

また今月 12 日に、3 相の計画の変更を発表しましたが、御社で取り組まれている国内開発にどう

影響するでしょうか。 

また先日公表されていたデータの公表とか、厚労省への申請の時期など、これまでの工程から変更

があれば、合わせて教えてください。 

草野：臨床開発の草野でございます。私のほうからお答えさせていただきます。 

AT-527 の開発でございますが、アテア社から発表がございましたとおり、フェーズ 2 の結果をア

テア社から発表してございます。 

その結果をもとに、現在アテア社、並びにロシュ社、さらに弊社で現在行ってございますフェーズ

3 を今後どうしていくか、現在検討している最中でございます。まだはっきりした方向性は決まっ

てございませんが、継続して今回得られたフェーズ 2 の結果をもとに今後の方針を決定していきた

いと考えてございます。 

アヅチ：今後のスケジュールの変更等は、これまでの情報とはまた変わりないでしょうか。 
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草野：はい、今後スケジュールに関しましても、合わせて検討していきたいと考えてございまし

て、申し訳ございません、現在フェーズ 2 の結果が出たばかりでございますので、今後の方針に関

しましては検討中といったところになってございます。 

アヅチ：ありがとうございました。 

笹井：ありがとうございました。それではお時間となりましたので、以上をもちまして弊社の

ESG 説明会を終了いたします。もし追加でご質問ある方がいらっしゃいましたら、広報 IR 部まで

お問い合わせください。本日はお忙しい中ご参加くださいまして、誠にありがとうございます。こ

れにて失礼いたします。 

［了］ 

______________ 
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